
（別紙３）

～ 令和8年3月2日

（対象者数） ２８名 （回答者数） 25名

～ 令和8年3月2日

（対象者数） ４名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ご家族の不安が軽減するよう職員が親子に寄り添い、信頼

関係を更に深めていきたいと思います。

・職員の資質向上のため、職員研修、職員間の情報共有を高

めます。

2

・ご家族が相談しやすい場を探り、入園前からご家族の不安

の解消に寄り添えるサポートを病院、地域、相談支援事業

所、当園が更に情報共有しながら連携していきたいと思いま

す。

3
・保護者にとって充実した時間になるよう職員間で研修内容

を見直しながら、より良い研修になるよう努めます。

4

・児童が幼稚園・保育所での集団生活に混乱しないよう、引

き続き保護者や保育所等訪問支援事業との情報共有、連携に

務めていきます。

・また、保育の打ち合わせや保育後の振り返りでは、児童へ

の理解を深めていけるよう一層職員間で検討を深めていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・毎日通園にこだわらず、各家庭で親子通園可能な日数で利

用を受け入れています。

・地域、相談支援事業所との連携を深め、レスパイトを図り

たいと思います。

2

・3才児以上で実施している単独通園の回数を少しでも増やせ

るよう、園全体で職員の応援体制を組むなど工夫をしていき

たいと思います。

・親子通園することにより、保護者が我が子についてより理解

してもらいやすい。

・新入園児、３歳未満児は、親子保育を重視し良好な親子関係

を育むことをねらいに保護者に保育、訓練等の園生活に参加し

ていただいており、職員が保護者に対し具体的な場面で、直接

支援、指導を行っています。

○事業所名 奈良県障害者総合支援センタ　ーわかくさ愛育園

○保護者評価実施期間
令和8年2月19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年2月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・早期からの受け入れ体制がある。

・概ね１歳から入園を受け入れています。お子様の様子をご家

族様と相談しながら登園日数、時間などを配慮しています。

・小児科、小児整形外科や訓練士（PT,OT,ST）、公認心理

師、保育士など多職種が連携しながら親子を支援できる体制を

作っています。

・多職種による保護者対象の研修を実施。
・訓練士（PT,OT,ST）、公認心理師、保育士など多職種の職

員による保護者研修を年間７回実施しています。

・並行通園保育では、小集団の集団活動を実施。保護者からの

信頼も厚い。

・幼稚園、保育所での活動に参加しやすくなるよう、児童が成

功体験を積み重ね、自信につながる内容の療育を提供していま

す。また、保育所等訪問支援事業とも連携し幼稚園・保育所で

の児童の姿や集団生活面での課題を把握したうえで、並行通園

保育に活かしています。

・担当する職員間の情報共有を徹底するよう努めています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・家族と通園できない日は欠席となる。また、親子通園できな

くなり退園する場合がある。

・親子通園の為、保護者が何らかの事情で親子通園できなくな

ると退園になってしまうケースがあります。

・3才児以上の児童に対して単独通園をする機会が少ない。 ・単独通園を安全に常時実施できるだけの職員配置が難しい。

事業所における自己評価総括表公表


